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〆

《lBENlYA
さりげなく個性をひきたてる、

小粋なヨーロピアンファッション
落着いだおしゃれセンスが
知的なおとなの心を楽しませる。
いま、陽ざしをくぐって華やかな
ファッションストーリーの幕明け。
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世界の宝石店一

ＭＩＫＩＭＯＴＯ
神戸店＝三ﾉ 宮一神戸国際会館T E L ､ 2 2 1 - 0 0 6 2
大阪支店＝堂島一新大ピルT E L ､ 3 4 1 - 0 2 4 7
京都支店＝河原町蛸薬師B A L T E L , 2 4 1 . . 2 9 7 0
大阪＝阪急･ 阪神･ 高島屋･ 大丸･ 近鉄上本町店

松阪屋
本店＝東京一銀座４丁目

、画株式会社ミヨFﾓト
ＴＥＬ‘5 3 5 - 4 6 1 1

. 1 9 7 7 - 3

或るミキモト。
可
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、あなたの喫煙マナーできれいな神戸Sm《ｵfIfCIcan

ﾄ ｰ ｸ 濫撫| 締

●国産初のスーバーキンクサイズ。楽しみもいっそう長
くなりました。

●アメリカンブレンドの本格派。味、香りともにまさに
高級品です。
･ 世界で初めての‘‘コルゲーティッドフィルター：
L i g h t ＆C l e a n の秘密です。

トークは神戸っ子にぴったりの新鮮な

四本専苑Z詞のノ
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／

Ｉ

あなたのサロンに
なさいませんか

オリエンタル
レデf ｽ クラブ
苧雪＝宴包産匡由

○この会はオリエン域タルホテルを
｜こよって組織されます。
○会費はお１人年間1 0 , 0 0 0 円（ホ
を含みます｡ ）
○ご入会と同時に会員証を発行い
○オリエンタルホテル・六甲オリエンタルホテルをご利用の際、１０％の割
引がございます。その他いろいろ特典がございます。
○随時会員だけの特別企画（海外旅行、国内旅行、たべ歩き会、料理講習
会……）レディスクラブにふさわしい催しを主催いたします。

詳しくは

オリ) エンタルホテル内レデイスクラブ事務局
神戸市生田区京町２５壷（0 7 8 ) 3 3 1 - 8 1 1 1

、
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L､、

１－呼

Ｉ
詞

職Ｊ１

や 縦寒慧塗篭雲認！

漣

園 皿

、

ｼ 2 1 エリーは､ 色と形による印象的な自己主張て魂田崎真珠
●札幌･ 札幌店､ 札幌外商部●東京･ 銀座店､ 募諒外商部､ 田崎バｰ ﾙ ￥ｬ ﾗ ﾘ ｰ ､ ヒルト雑、オーダー店京雫ブヲザ店､ 塊､ 京ﾌ ﾘ ｰ
●大阪･ 大阪支店､ 大阪プラザ店●神戸･ 神戸外商部､ パルフアーム神戸さんプラザ店●福岡福岡支店大神う回ラザ店●源外

お問合せ及びカタログご希望の方ば､〒1 0 7 束京祁港区赤坂1 - 3 毒3 田崎真珠販売企幽室( T E L O 3 5 8 6 - 7 4 1 まて－職業･お蔵醤番
働あなたの真珠ま､-ルマクの店で

丈峨高iIi△
香港＝一
|を鮒IiaLFI

ハス店
ヨケ

請求~ 1琵

、

』

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



／

、

●ＦＡＮＴＡＳＹＫＯＢＥ春は光る、風も夢も心も。
< ｓ月＞緑色の澄みきった不思議な
剰国魅惑に踊らされるかのように。

白金台ダイヤ入エメラルドリング

１－昌辰季､ ~ '一．

元町２丁目ＴＥＬ3 3 1 - 5 7 6 1 代表

タジマでは宝石の鐙定を無料でご相談に
応じておりますのでお気軽にご利用下さい.
定休日は水曜日です。

、
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『

鄭
相
和
《
絵
画
〉
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

哩妙
部災

ル
》
里

メ

キ
ャ
ン
バ
ス
・
面
に
、
ま
つ
白
な
絵
具
が
重
ね
て
は
削
ら
れ
、
削
っ
て
は
重
ね
ら
れ
、
白
と
い
う
無
彩
色
を
使
っ
て
い
る
だ
け
に
も
関
わ
ら

ず
深
い
質
感
の
あ
る
平
面
が
眼
前
に
迫
っ
て
く
る
。
「
墨
に
五
彩
あ
り
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
鄭
さ
ん
の
は
例
え
て
い
う
な
ら
白
の
虹
色

と
い
う
か
…
」
選
叫
者
委
員
の
増
田
氏
の
話
に
な
る
ほ
ど
と
思
う
。
「
今
日
を
僕
の
誕
生
日
だ
と
思
っ
て
ま
す
か
ら
失
礼
の
な
い
よ
う
に
背
広
で
＋
と

兇
慣
れ
ぬ
姿
の
わ
け
を
こ
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。
久
し
ぶ
り
の
神
戸
で
の
個
展
の
初
日
の
こ
と
だ
。
そ
の
誠
実
な
人
柄
と
、
真
箪
な
制
作
態
度
、

巌
し
い
生
き
ざ
ま
に
、
フ
ァ
ン
も
多
く
、
す
で
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
ビ
ェ
ン
ナ
ー
レ
で
韓
岬
国
代
表
で
招
待
出
品
の
経
験
も
あ
る
と
い
う
実
力
と
相
ま

っ
て
、
待
た
れ
て
い
た
今
回
の
受
賞
で
あ
る
。
「
僕
に
と
っ
て
は
、
色
と
い
う
の
は
質
そ
の
も
の
だ
と
思
っ
て
ま
す
。
制
作
課
程
で
い
ろ
ん
な
色

に
見
え
る
ん
で
す
よ
ね
』
単
純
に
ま
す
目
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
削
る
齢
一
る
を
繰
り
返
し
て
い
る
…
と
思
い
が
ち
だ
が
、
こ
の
作
業
、
並
大
抵

の
梢
神
力
で
は
で
き
な
い
、
ま
さ
に
鄭
氏
で
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
な
の
だ
。
神
戸
に
住
ん
で
８
年
。
多
く
は
語
ら
ぬ
こ
と
ば
の
端
に
異
国
に

住
む
巌
し
さ
、
そ
れ
ゆ
え
人
間
の
心
を
大
事
に
す
る
人
間
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
空
間
を
ゆ
る
が
す
、
磁
器
の
よ
う
に
張
り
つ
め
た
作
品
群
に
囲

ま
れ
、
「
画
面
全
部
が
僕
の
サ
イ
ン
で
す
」
と
い
う
言
葉
を
改
め
て
か
み
し
め
さ
せ
ら
れ
る
。
妬
歳
兵
庫
区
在
住
〈
元
町
画
廊
に
て
〉

鐘「物を
言
う
」
白
い
画
面

梱
ブ
ル

ｊ画､Ｌ

Ｆ＝

ざ
「
神
戸
っ
子

旧
周
年
記
〈

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



｜』

ｒ１

． ｣「
Ｊ

ＮＰ、
ト

ム
「!

堅

跡跡
■

■
ｒ
‘」

｜|、

Ｆ
Ｌ

Ｆ１

一
■
■

■
Ⅱ

Ｌ ､

1 ケロ Ｐ

こ ネッセルロート風

ｒｌ

毎戸壷奄国両＝藩ﾕ 駐車場あり･ 年中無休

売券発売中、お早目にご予約下さい。
駐

型
コーヒー

丁ｲ ﾄ副= i r r・u l h可Ｕ
樟声枇竪蚤副司可

神戸市生田区北野町1 丁目6 4 T E L ( 0 7 8 ) 2 3 1 - 2 2 5 1

1ﾉｽhF誠』

神戸］､ , う当聯包］. 、司当
神戸市生田区京m r 7 7 - 1 神栄ピル7Ｆ‘T E L ( 0 7 8 ) 3 2 1 - 1 4 5 5
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●羽

』=』錦

●

未
知
の
可
能
性
ｌ
そ
れ
が
買
わ
れ
て
受
賞
と
な
っ
た
が
、
一
作
ご
と
に
作
箭
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
る
の
で
．
ま
だ
自
分
の
も
の
を
擢
み
切

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
賎
っ
た
。
「
今
だ
に
習
作
の
よ
う
な
段
階
で
、
書
き
た
い
こ
と
が
ら
に
応
じ
た
表
現
方
法
を
と
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
納
得
の
行
か
な
い
部
分
も
あ
り
、
表
現
を
ど
こ
へ
求
め
て
行
っ
た
ら
い
い
の
か
分
ら
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
ね
…
…
」
。

模
索
中
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
は
秋
吉
さ
ん
自
身
が
認
め
て
い
る
。
昭
和
明
年
ｕ
月
鯛
日
兵
庫
県
生
ま
れ
。
同
坐
年
京
都
大
学
文
学
部
美
学
科
卒

業
後
、
仏
文
科
へ
学
士
入
学
。
同
妬
年
秋
、
大
阪
市
散
育
委
員
会
の
社
会
教
育
主
司
補
と
し
て
採
用
さ
れ
、
大
阪
皿
市
立
加
島
解
放
会
館
に
勤
務
、

社
会
数
育
に
携
わ
り
現
在
に
到
る
。
側
人
一
一
一
人
で
や
っ
て
い
る
「
鈍
」
誌
上
を
も
っ
ぱ
ら
作
品
発
表
の
場
と
し
て
い
る
。
京
都
時
代
に
は
、
美

術
史
を
専
攻
し
て
い
た
関
係
か
ら
京
都
や
奈
良
の
寺
院
や
庭
園
を
よ
く
訪
ね
歩
い
た
．
結
婚
し
て
か
ら
神
戸
住
ま
い
だ
が
、
神
戸
で
も
岡
本
や

西
稚
あ
た
り
、
あ
る
い
は
渦
森
台
と
か
突
堤
を
歩
く
こ
と
が
好
き
だ
と
い
う
。
「
大
学
を
出
た
と
き
の
こ
と
、
絵
を
血
い
て
い
た
と
き
の
こ
と
、

い
わ
ば
、
精
神
的
な
一
つ
の
転
換
期
だ
っ
た
一
一
十
歳
位
の
青
年
の
こ
と
」
を
今
、
書
こ
う
と
し
て
い
る
。
未
知
の
可
能
性
が
将
来
に
お
い
て
見

〈
御
》
影
・
小
原
会
館
付
近
に
て
〉

鴨
に
結
実
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
．
本
渦
・
大
槻
顕
義
。
東
灘
区
住
吉
鴨
子
ヶ
原
在
住
。

未
知
の
可
能
性
に
期
待
を

両
聖
蕊
嘉
一
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
鵬
い

｡

『
･『

Ｉｒ‐
■

Ｆ－ｌ三Ｊ

ノ

上

鰹全戸
琴
論
一
ブ
ル

』
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Ｉ
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凶

Z』

秋
吉
好

し
妄誕

部部文

曇／ １ｋ

〃
製
箆 〈

『
鈍
」
同
人
〉
カ
メ
ラ
・
橋
本
英
男

Ｉ

■
９
１
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の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
る
ホ
ッ
と
す

て
き
そ
う
な
安
心
感
で
満
ち
て
い
ま
す
。

ぷ
厚
い
テ
ー
ブ
ル
、

手
彫
り
の
ベ
ン
チ
、

坐
り
心
地
満
点
』

世
爆
擦
緊
霊

に
、
い
ま
ス
ペ
イ
ン
家
具
の
数
々
が

到
着
し
ま
し
た
。
そ
の
素
朴
な
風
合

い
と
、
重
量
感
の
あ
る
本
物
の
手
ご

た
え
が
、
い
か
に
も
光
と
陰
の
国
Ｉ

ス
ペ
イ
ン
の
味
を
か
も
し
だ
し
て
い
ま
支

に
い
て

茶
色
で
、
自
然
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え

の
す
べ
て
が
落
ち
着
い
た

恩
わ
せ

り
で
す

る
ひ
と
と
き
、
そ
ん
な
と
き
に
一
緒

ＴＥＬ３９１－１７８１
ＴＥＬ３３１－５９８３
ＴＥＬ３9 1 - 2 5 6 2

友
人
や
家
族
と
の
語
ら
い
、

神戸トアロード
神戸生田．筋
さんちかレディスタウン

靴と舶来雑貨

クロス
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『雷一＝ 神
戸
壁
地
盤
に
作
曲
活
動
ｉ
宥
茂
隆

紳
…
れ
勿
馴
一
…
紳
戸
薦
横
時
代
瀧
卿
離
と
新
闘
翻
に
鵜
を
趣
い
た
Ｉ
宏
当
ば
峡
画
嘩
曾
に
な
り
た
か
っ
た
ん
で
す
』

と
こ
ろ
が
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
作
曲
科
に
進
み
、
現
在
神
戸
大
学
教
育
学
部
で
作
曲
法
を
講
義
し
て
い
る
。
作
曲
活
動
は
神
戸
を
地
盤

と
し
て
関
西
が
主
。
そ
の
作
岬
間
活
動
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
こ
も
っ
て
い
な
い
と
評
さ
れ
る
が
、
「
音
楽
う
て
も
の
は
好
き
な
人
が
や
っ
て
れ

ば
い
い
。
日
本
人
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
わ
か
ら
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
。
歌
謡
曲
の
ほ
う
が
い
い
な
あ
っ
て
感
じ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
。
だ
け

ど
分
か
る
人
だ
け
が
分
か
る
と
い
う
よ
う
な
難
解
な
音
楽
で
な
く
て
誰
で
も
が
分
か
る
曲
を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
本
人
は
語
る
。

か
た
わ
ら
神
戸
市
民
僻
芸
能
調
査
団
柵
団
長
を
つ
と
殉
市
内
の
民
俗
芸
能
を
探
っ
て
い
る
。
そ
う
い
え
ば
昨
年
の
作
品
ｌ
合
嶋
絵
草
子

「
久
米
仙
人
」
で
は
邦
楽
と
ジ
ャ
ズ
を
伴
’
奏
に
。
－
口
・
ノ
ー
ボ
が
歌
っ
た
．
日
本
的
な
素
材
が
ど
ん
ど
ん
と
り
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今

年
の
六
月
に
は
「
久
米
仙
人
」
を
も
っ
て
ソ
連
へ
行
き
、
リ
ガ
市
の
合
唱
祭
な
ど
に
出
演
す
る
予
定
。

暇
が
あ
れ
ば
探
偵
小
説
を
読
ん
で
い
る
ｑ
推
理
の
た
て
方
や
ウ
ラ
を
読
む
こ
と
が
、
つ
ま
り
意
外
性
を
加
味
し
て
徴
密
に
組
み
立
て
る
こ
と

が
、
作
曲
に
役
立
つ
こ
と
が
多
い
そ
う
で
あ
る
。
妬
歳
。
灘
区
在
住
。

〈
恥
神
戸
大
学
教
育
学
部
に
て
〉
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ル・ファッション帽子レスアクセサリー・ショップＰサヨンアトリエ・モトキオ
トランージャンムーランフムホールローズ・ショップリジナル・レザークラフト
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k曜日ブティック営業時間１１：O O a m ～８：O 0 p m （レストラン、ヘヤーサロンは除く）

のi 中間I こはいってもらいだいのです。
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三窪窯塁罰聖皇曇鐘鐘
ローズガーデンは、北野町を愛するたく
さんの人だちの共感から生まれたファッ
ション界隈です。ひとつの共感一一神戸
の歴史が育てた大切なものを受けつぎな
がら、さらにもつといい辰私たちの場所」
をつくりだしたい。そんな心があつまっ
て自分たちの手で－、自分たちの街を蹄
ふくらﾉ ＵだつI まみがローズガーデンI こな
りました。自分が生まれ育ったマチで| 可
かを始めだいと最初に思い立った若い女
性も、彼女を手つだってこの建物を創り．
出した人たちも、ここにお店を出した人
たちも、みA ﾉ なが北野町を愛し誇り| こ届ｌ
っています。ここを訪れる人たちにもそ

ノ）ＲＯＳＥＧＡＲＤＥＮＯＦＦｌＣＥＴｅ1 ．０７８－２２２－１１４０
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毎週水曜日ブティック営業時間1 １定休日
／
、

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



Iｉ

、語

｡

■
一

可

己

〒!●ワ
■

急 領も

幸ロ

琴

な
ぜ
か
苦
い
の
に
緑
寿
郎
さ
ん
は
、
舞
台
の
好
み
が
椎
い
。
聞
く
と
、
ｎ
歳
の
と
き
か
ら
藤
間
緑
久
寿
師
の
も
と
で
内
弟
子
修
業
。
ま
ず
風

呂
炊
き
が
半
年
続
き
、
考
え
工
夫
し
て
風
呂
を
沸
か
し
、
湯
加
減
一
つ
に
し
て
も
心
打
つ
も
の
は
何
か
と
い
う
生
活
姿
勢
の
基
礎
を
、
厳
し
く

叩
き
こ
ま
れ
た
こ
と
が
原
因
だ
と
い
う
。

昭
和
甥
年
の
第
１
回
リ
サ
イ
タ
ル
に
話
題
を
呼
ん
だ
新
作
「
流
離
流
減
」
と
「
蒲
娘
」
。
副
年
の
第
２
回
リ
サ
イ
タ
ル
は
「
鏡
獅
子
哩
緑
久
寿

会
の
「
娘
道
成
寺
」
「
菊
慈
童
」
と
意
欲
的
な
舞
台
が
続
い
て
い
る
。

「
藤
間
藤
子
師
の
芸
風
が
好
き
で
す
ね
。
格
調
と
舞
台
の
行
儀
の
良
さ
。
意
味
も
な
く
動
く
と
い
う
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
。
私
も
、
お
稽
古

を
重
ね
て
踊
り
こ
み
ベ
ス
ト
を
つ
く
す
、
自
分
を
磨
く
の
は
お
稽
古
し
か
な
い
か
ら
、
自
分
が
踊
る
こ
と
と
人
様
に
教
え
る
こ
と
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
。
今
、
杉
本
苑
子
さ
ん
の
世
阿
弥
の
〃
悪
の
華
“
に
興
味
が
ひ
か
れ
て
い
ま
し
て
ね
。
若
き
日
の
世
阿
弥
を
別
っ
て
み
た
い
」
と
熱

っ
ぽ
い
。
い
つ
も
影
の
よ
う
に
よ
り
添
う
若
柳
吉
里
夫
人
の
協
力
ぶ
り
も
さ
す
が
。
一
方
サ
ン
バ
を
神
戸
ま
つ
り
で
踊
る
モ
ダ
ン
さ
も
合
せ
持

つ
神
戸
舞
踊
界
の
ホ
ー
プ
だ
。
鋤
歳
。
生
田
区
楠
町
在
住
。
〈
相
楽
園
に
て
〉

踊
り
込
ん
だ
す
が
し
さ

鐘

蝋謬

「
神
戸
っ
子
」
回

旧
周
年
記
念
第

､

ブ
ル
ー
メ〆
Ｉ
しノレ
賞
部古

隻
圏
Ｉ

■

１ｉｉｉ
斑：‘

典
芸

i＝
■

〆

竜
一Ⅵ

藤
間
緑
寿
郎
《
邦
舞
毒
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵
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新
・
荒
城
の
月

ハ
ン
タ
ー
邸
が
解
体
さ
れ
る
昭
和
一
一
一
十
七
年
の
あ
る
日
、
私
は
偶
然
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
た
。
轟
然
と
音
を
立
て
て
崩
れ
る
柱
や
飛
び
散
る
砂
ぼ
こ
り
に
、
思
わ
ず
顔
を
覆

っ
た
記
憶
が
あ
る
。
そ
の
後
、
日
立
造
船
の
社
史
（
パ
ィ
ォ
ー
ー
ァ
の
道
）
を
書
く
に
あ

た
っ
て
、
創
立
者
と
し
て
の
ハ
ン
タ
ー
を
調
べ
て
い
く
と
、
彼
が
意
外
と
神
戸
に
深
い

関
係
を
持
っ
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
た
。
慶
応
元
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
横
浜
・
に
上
陸

し
た
彼
は
、
キ
ル
ビ
ー
に
連
れ
ら
れ
、
慶
応
三
年
神
戸
へ
進
出
。
肥
後
藩
の
舞
鶴
丸
を

つ
く
っ
て
い
る
。
独
立
は
明
治
六
年
。
居
留
地
の
二
十
九
番
館
に
お
い
て
で
あ
る
。
以

来
、
大
正
六
年
死
亡
す
る
ま
で
、
神
戸
に
住
み
つ
づ
け
た
。
日
英
同
盟
締
結
の
裏
に
、

彼
の
功
績
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。
明
治
三
年
日
本
娘
と
結
婚
。

翌
年
長
男
龍
太
郎
を
え
た
の
で
範
多
家
を
創
立
。
息
子
に
は
日
本
国
籍
を
取
得
さ
せ
た

が
、
自
身
は
英
国
籍
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
は
同
国
人
の
ハ
ー
ン
が
、
小
泉
家
の
人
と

な
っ
て
帰
化
し
た
の
と
反
対
で
あ
る
。
そ
の
心
情
の
妖
し
さ
は
、
小
説
の
材
料
と
な
る

ほ
ど
複
雑
で
あ
る
。
彼
は
一
代
で
巨
財
を
な
し
た
が
、
死
の
直
前
に
は
そ
の
殆
ん
ど
を

失
っ
て
い
た
。
ハ
ン
タ
ー
邸
の
偉
容
は
現
在
王
子
公
園
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
家
族
は

四
散
し
て
、
そ
の
行
方
さ
え
定
か
で
な
い
。
残
さ
れ
た
建
物
が
立
派
で
あ
る
だ
け
に
、

新
し
い
荒
城
の
月
を
思
い
出
す
の
は
、
果
し
て
私
一
人
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

神
戸
の

巾
，
の

情
景
室

文
・
春
木
・
夫

絵
・
土
岐
国
彦
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